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Calculated MW:52kD;Observed MW:75kD

MECP2
Methyl-CpG-binding protein 2;MeCp-2 protein;MeCp2;
4204.0
P51608
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。DNAメチル化は真核生物ゲノムの主要な修飾であり、哺乳類の発生において重要な役割を果たします。ヒトタンパク質MECP2、MBD1、MBD2、MBD3、およびMBD4は、それぞれにメチルCpG結合ドメイン（MBD）が存在することで関連する核タンパク質ファミリーを構成します。これらのタンパク質は、MBD3を除き、メチル化DNAに特異的に結合することができます。MECP2、MBD1、およびMBD2は、メチル化された遺伝子プロモーターからの転写を抑制することもできます。他のMBDファミリーメンバーとは対照的に、MECP2はX連鎖性であり、X染色体不活性化を受けます。MECP2は幹細胞には必須ではありませんが、胚発生には不可欠です。MECP2遺伝子変異は、進行性神経発達障害であり、女性の精神遅滞の最も一般的な原因の一つであるレット症候群のほとんどの症例の原因です。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	SH-SY5Y細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をMECP2ウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

